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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
東京大学における獣医学教育：現状と展望について発表します
堀本と申します。よろしくお願い致します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
アウトラインですが、1から4の順番でまとめます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、東京大学の教育システムについてです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
他の多くの大学とは異なり、横割り的で、まず入試は文科一類から三類、理科も一類から三類の区分けで行い、入学者は全員2年生まで前期教養課程の所属になります。
2年生の9月に希望と成績に応じて進学する学部、学科を選択後、3年からそこに進学し2年間もしくは4年間の専門教育を受けることになります。
学部卒業後、より深い専門教育を受けたい学生は、大学院に進学するという形です。
獣医学教育は農学部の獣医学専修で行われます。専修というのは学科に相当します。
獣医学専修にはほぼ理科二類の学生が進学しますが、文科の学生が進学することも可能です。 
大学院教育は、農学生命科学研究科の獣医学専攻で行われます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
前期教養課程では既定の単位数を取るまで3年生には上がれません。
ここに履修科目を記載しておりますが、外国語、体育などの一般科目に加え、実験系やアクティブラーニング、少人数ゼミなど理系でもかなりの文系科目を取らなければなりません。
その教育理念は、。。になります。
専門教育の開始は遅れますが、それ以上の教育効果や人間形成を目的とする東大の教育システムの最大の特徴になります。
このシステムは、獣医学教育に関してもプラスに働いていると信じております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、獣医学専修の学部教育についてまとめます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは私たちの教育理念、ポリシーですが、。。。。。を育てたいということで　
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
具体的には, 動物衛生、公衆衛生を担う国家公務員や国際公務員を育てたい。
優れた総合臨床医、専門医、臨床研究者を育てたい。
国際レベルの教育者、基礎研究者を育てたい、ということで、先程の教養課程の教育理念を活かす専門教育の実施を目指しております。



HE >

AMA Yy iy
FEBIZM A=
i ERARR
MEALES (FH302) EREEER
(BEE4R) e & e
sESszRIR HREAE (5E$6§)K?ﬁxﬁ (6F4283)
(2E$9§§ “’Eﬂ?) \(6E$8§> l
| = I i | swg 1 LY. o
e |  mA V@R (%
HERE O o1 BEPSPARE | BE Y
W@ | 2| CEgr~em | BE
63t | B | 142811 2 Y
B | i g Y
| ! | 7
1 2 3 4 5 6

Yk
EY



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
学部履修イメージです。
進学選択で獣医学専修に内定した30名の学生に対して、2年生の後半では農学部共通科目と獣医学専門科目の一部を教養課程への持ち出しという形で開講されています。
しかし、その専門科目数は少なく、またこの期間は実習はできませんので、本格的な獣医学専門教育は3年生4月からの開始になります。
したがって、5生年6月の共用試験までの間にコアカリ科目を詰め込んでいるという状態なので、講義・実習ともその時間割は極めて密になっております。
共用試験後、参加型臨床実習、海外実習、インターンシップなどを履修するというカリキュラムになっております。
一方、優れた研究者を育てたいというポリシーを実現するため、4年生の4月から研究室に所属し、3年間かけて卒業研究を行います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
東大で開講している獣医学専門科目を分野別にまとめました。
まず、導入・基礎科目で、左の赤枠が講義科目、右青枠が実習科目になります。
それぞれ左側にコアカリ科目、右側に東大科目を並べて記載しております。
東大における特徴的な科目に色を付けておりますが、生理学は分野ごとに単独科目を設定したり、逆に生理、生化学、薬理学実習および実験動物学実習の一部を総括的に行う生体機能学実習というのが3年生の最初に行う実習として設定されております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
病態科目と応用科目に関しましては、ほぼコアカリに則った科目構成になっております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
臨床科目ですが、コアカリより若干細分化された科目構成になっております。
講義では、肝臓病学や、外科では病態・器官別の科目設定になっております。
実習に関しましては、科目名こそ違えど、基本はコアカリに則った科目構成になっておりますが、各科目の中で多様な項目を連携させながら実施していくという形になっております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、アドバンス科目についてまとめました。
一番上の獣医学基礎実習は、進学したての3年生への導入教育として、附属牧場での大動物の世話や乗馬実習、また動物病院での診療見学などで構成されております。
他は、5年生以降の共用試験対策とか、学会発表に向けたプレゼン演習や、海外や国内での各種インターンシップなどになりますが、全て卒業単位として認定しております。
また、現在は終了しておりますが、関東4大学の連携プログラムとして4大学から希望する学生を夏休み、春休み期間に各大学に集めて独自の実習に参加してもらうといった、教育活動も実施しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
カリキュラムマップになります。
小さくて見られないかと思いますが、黄色が導入基礎、青が病態、緑が応用、ピンクが臨床科目を表しております。
学年進行で下から上に積み上げていきますが、積み木式というより、特に、基礎科目と病態科目をベースに応用科目と臨床科目を並行的に展開させ習得させていくという形になっております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
アドバンスの海外実習やインターンシップですが、タイカセサート大での3か月の長期実習と台湾・韓国での約2週間の短期実習が行われており、学年の半数以上が参加しております。
タイ実習は、最初は、北大、酪農大と行った世界展開力プログラムで始まりましたが、終了後も独自予算を確保しつつそれを継続しております。
いずれの海外実習も野生動物なども含めた臨床診療を中心とした実習になります。
残念ながら、今年は全て中止になりましたが、東大は英語力のある学生が多く、ポリシーであるグローバルな獣医師の育成という観点からも、これら海外実習は東大の特徴的な教育プログラムとして挙げられると思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、ポリシーである優れた研究者の育成に、最も直結する卒論研究は、5,6年次には学会発表し、論文投稿できるレベルを目指して、各研究室で行われています。
学生数が少なく、各研究室に各学年2名程度の所属になりますので、きめ細かい研究指導ができるというのも東大の特徴になります。
また、獣医の15研究室以外にも、右側の他専修等の研究室に所属して卒論研究をすることも可能です。
これらは獣医学教育を兼任して頂いている研究室になります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
学部卒業後の進路を簡単にまとめました。
年によってかなり変動があるのですが、研究者や大学教員をめざした大学院への進学や企業への就職が最も多く、公務員関係と小動物臨床がそれに続くといった形です。
最近は少し増えてきましたが大動物臨床はあまり多くはありません。
その他、情報、金融、商社、出版などいわゆる文系職に就職する学生も、毎年ある一定の割合でおりますが、職種によっては獣医学教育が役に立つといった仕事が選ばれています。
おそらく他の大学とはやや異なるような、東大獣医の教育理念に沿うような進路状況になっているのではないかと思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次は大学院教育の現状です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
農学生命科学研究科の獣医学専攻には、。。あわせて毎年約15名が進学します。
残念ながら最近は学内進学者の割合が減っている傾向が見られております。
従来は4年間研究だけに没頭して論文数を稼ぐといった状況でしたが、獣医の研究室は研究所ではなくあくまで教育機関であり、その使命として視野の広い柔軟性のある体幹が強い研究者や大学教員を育てたいという理念から、2017年にカリキュラムの全面改訂を行い、特に1, 2年生に対しては、ここに記載のある科目の履修を必修化しました。
また、研究に関しては中間発表制度を設け、優秀な学生については補助金を出して海外の学会やシンポジウムで発表させる機会を与えております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
課題と展望です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここに課題を列挙しておりますが、まとめると
専門教育の期間が短くカリキュラム改革の自由度が低いという問題点。
教員数や教員構成、人事に関する問題点。
そして、少ない予算の影響から施設や設備の不備が改善できないといった問題点が、東大の獣医学教育を推進するあるいは改革するためのネックになっているということです。
しかし、こういった問題点は、どこの大学にも多かれ少なかれ存在するものなので、その状況下でどういった解決策があるのかを考える必要があります。



BEE
« FEHESDIMEICH DI KREERKRZE AN F 21 S LADFE,
- BIEID/HEHEDER (ABIFE) .

« JPRIBOPTP F/INY ANBZHIR,

- IIEHIRORRE (RRETXEEDEE) EHEFRADFEE,
s IREVDHBHESDEEOEFFEDES (ZEXEHI)
« AF)LSNDI P SINDFE,

- HEIDOZANEE (BIBEXK) BEEDE,

o 1@K?t®ﬂ%ki 730

« A7 =D NIV —EDHBEEE,
 BADEIERZEDHEEE (REESZAN) Zilki,
« PEMENDE D&,

o 1IN =Yy TN\DEBHSN,

« ZODfth



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
その展望についてまとめました。
予算の獲得が伴うため、その実現性が不透明な項目も多々あり、これらに関してはあきらめずに努力を続けるという解決策しかないのですが、まずはお金がかからないところとして、他大学や外部ステークホルダーとの教育連携、あるいは講義内容の工夫やインターンシップへの積極的な参加指導など、教員の意識改革により教育効果を高めていくといったことが重要になってくると考えています。
個人的な意見ですが、全国レベルで俯瞰してみると、国際認証を受けた大学がある一方、東大獣医を含め、認証にはとても届かない大学が混在するという現状の中、将来的に日本全体の獣医学教育の改革をどのように進めていくかというのは、一律の解決策が見いだせない課題だと思います。
今回の教育改革シンポジウムは、各大学の教育改革を推進するために、まずはそういった大学間格差の現状を共有する場としても重要であると感じています。
 
以上です、ありがとうございました。
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